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■東京造形大学
　リズムデザイン構造計画事務所を主宰する中田琢
史さんは，少し変わり種の構造家だ。ともに教師だっ
たご両親から1967年に誕生した。愛息にも同じ道を
目指して欲しかったらしい。しかし，進学校の四日市
高校に通いつつ，受験に背を向けて東京造形大学
絵画科に入学。学舎は建築家の磯崎新さんが設計
するキャンパスへと移動するはずだったが，卒業まで
完成しなかった。中田さんはマックス・ビル（建築家，
プロダクトデザイナー）が学長を務めたウルム造形大
学を模した旧キャンパスも好きだったし，バウハウス
に傾倒しながら自由な学生生活を過ごしたという。「一
般的な美術大学という枠を超えてデザインと技術を
造形という広い観点から総合的に捉える」（東京造
形大学HPより）学校。しかし，絵画科非具象コース
を専攻しながら，「社会にかかわりたい，デザインが
したい」と中田さんの心は悶 と々していた。
■SDG大学
　建築を専攻していないのに，大御所構造家の渡辺
邦夫先生（本コラム第78回に登場）率いるSDGに行
けたのは何故？　真相はSDGで模型づくりのアルバイ
トをしていた学友が辞めるので「誰か連れて来い」と
の渡辺先生のお達しがあったからだった。大学でも
絵画の勉強より，形態論や生物学，規範がはっきり
している分野に興味をもっていた。だから「SDG大学！」
で来る日も来る日も模型制作に熱中。図面を読むとこ
ろから指導してくれた先輩のお陰で構造的に成り立
つ建築模型をつくるまでになった。「中田クンの模型は
プロジェクトが終わってからできるね」と言いながらも，
渡辺先生は中田さんを「のんびり見ていてくれた」。
プレゼン段階で，模型で建築家を説得できる中田さ
んに一目置いてくれていたのでした。SDGが南麻布
に事務所のあるころ，覇志堂はよく通っていたから，

現在活躍している構造家たちの席までも覚えていると
いう。東京フォーラムの模型をとおして建築家のラフ
ァエル・ヴェニオリとの交流もできるなど「模型番長」
として皆からチヤホヤされていた中田さんなのでした。
　ある日，初構造担当として一番小さい建物を任せ
られる。小さいとはいっても12,000m2。そこから構造
の基本実務をマスターするという泣きながらの修業が
始まったのでした。その後，韓国のスタジアムの設計
監理で3年の年月を過ごし，構造デザイナー中田琢史
さんが誕生した。
■幸運な建築家との縁
　一番の幸運は渡辺邦夫さんとの出会いだが，槇総
合計画事務所の鹿島大睦さん（現・副所長）が忘
れられない恩人だ。幕張メッセ北ホールで設計監理
者だった鹿島さんは，設計者を差し置いてデザイン
が良いの悪いのと言い出す中田さんにビシッと意見し
た。竣工のころにやっと「写真がいい」といわれて
嬉しかった。「安曇野ちひろ美術館」（本誌1997年8
月号）で建築家・内藤廣さんと仕事ができたのは自
分の宝だという。憧れ尊敬する建築家に20代で指導
を受けられたのだから。中田さんが設計した前芝中
学校体育館（本誌2016年10月号）など木造の仕事
が増える今，日々 感謝を感じている。千葉大学や中
部大学で非常勤講師をする中で，いつも若者の言葉
に耳を傾けているから中田さんは現実味のある言葉
がでる。名古屋と東京，山形に拠点を持つのは生き
た情報をつかまえるためだ。
　「音楽は空間」と，リズムに乗って構造界を動くのが
中田流で，社名の由来です。建築設計の未来に危
機感を感じて「行動しなければ！」の思いが湧いている。
今後は「改革番長」としてご活躍を願いましょう。
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軟弱地盤でのスタンド屋根増築
　1993 年に世界陸上選手権がシュトゥットガルト

で行われることになった。そのため，1933年，1955

年，1972年の3回にわたって建設されてきた既存の

スタジアムに，新しい屋根を架けることになった。

当時，欧州最大の 34,000 m2の新しいスタンド屋根

を 18 か月の短工期で実施することが求められ，し

かも軟弱地盤という基礎の制約を伴う困難な計画で

あった。そこで，自転車の車輪を水平にしたような

軽量で自己釣合系のループケーブル構造が発想され

た。楕円形の屋根の長軸は 280 m，短軸は 200 m，

キャンティレバーとなる屋根幅は一律 58 m。内側

にループケーブルを入れて大きな開口をつくり，外

側のコンプレッションリングとの間は 40 本の放射

状のケーブルトラスで構成する。プレストレス，自

重，風（吹下し，吹上げ），雪などの荷重・外力はす

べて引張と圧縮で抵抗され，バランスされる。持ち

つ持たれつの関係は興味深く，外周リングは内側の

テンションケーブルを支える一方で，自身の座屈は

内側のテンション材で抑制されている。これが「車

輪効果」である。外周リングはメインスタンド上部

でわずかに膨らんでいる。曲率が少ない部分に曲げ

抵抗をもたせるため，トラスが組まれているのであ

る。また，膜屋根を支える細いアーチ群は，逆に膜

屋根の引張力によっての座屈耐力がアップしている。

　この「膜」の採用には後日談がある。予算が厳し

く，当初は金属製のデッキプレートが計画された

が，シュライヒは強く膜屋根の採用をアピールし続

けた。「鉄板の大屋根下のスタンドは暗く，観客はス

トレスをつのらせるだろう。挙句の果てに観客同士

の争いや事故が多発し，救急車や病院の対応も大変

で長い年月ではその費用もかさむ。膜の採用により

その懸念はなくなるはずだ」と。シュトゥットガル

ト市の議員も苦笑しつつこれを了解し，結局 200 万

ユーロの追加予算を議決したという。

軽量構造研究所 IL の設立
　軽量構造研究所は，1964 年にフライ・オットーに

よりシュトゥットガルト工科大学に設立された。

1967 年のモントリオール博覧会西ドイツ館には，

蜘蛛の巣のようなケーブルネットが採用されること

になった。翌年の施工を前に，組立過程のテストと

デザイン原理検証のための計測のためのモックアッ

プ（実物大モデル）が大学構内に立ち上がろうとし

ていた。実はこのとき，ケーブルネットや交点のク

ランプ金物，境界ケーブルなどの重要な部材はすで

に製作が始まっていた。フライ・オットーは，支柱

を高く揚げるだけでケーブルネットに張力を入れる

というアイデアと，外周の境界を介して張力を導入

するという代替手段を検討していた。架構は対称形

の二つの鞍型曲面のケーブルネットが高さ 17 m の

支柱の両側に吊られており，それらの間には，東側

に三つ目のケーブルネットで閉じられた大きなトッ

プライトがある。二つの大きなネットはエッジケー

ブルで外周に固定され，さらに人の背丈ほどの 12

本の鋼管柱頭を介してアンカーボルトに固定されて

いる。テスト架構は460 m2の面積を覆っていたが，

西ドイツ館全体の 6％弱の規模であった。西ドイツ

館がいかに壮大な仮設建築物であったかがうかがえ

よう。

　当初の目的を達成した架構は，企業の寄付を受け

て研究所の建物に移行することとなった。モントリ

オールの解放的な仮設パビリオンとは異なり，大学

の建物は雨風を遮断し断熱性をもった壁や天井を設

ける必要があった。支持ケーブルと平行に渡された

細い梁はクランプ金物を介してステイに連結され

る。梁の上には木の厚板，断熱材，さらに木の厚板，

ルーフィングフェルトが重ねられている。トップラ

イトは木枠に4 mm厚の透明なアクリルガラスパネ

ルが嵌め込まれ，自然光を内部に取り込めるように

している。外壁はすべてガラス面となっている。
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所在地／竣工年：Stuttgart, Germany／1967 年
建築設計：IL＋Frei Otto
構造設計：同上
構造形式：ケーブルネット構造
参考文献：「空間 構造 物語」斎藤公男，彰国社，2003 年
　　　　　「世界の膜構造デザイン」石井一夫，新建築社，2004 年

所在地／竣工年：Stuttgart, Germany／1993 年
建築設計（屋根）：Schlaich Bergermann und Partners
構造設計（屋根）：同上
構造形式：車輪型ケーブル構造
参考文献：「空間 構造 物語」斎藤公男，彰国社，2003 年
　　　　　「世界の膜構造デザイン」石井一夫，新建築，2004 年

森 の 中 に 佇 む ケ ー ブ ル ネ ッ ト066
軽量構造研究所　Institut für Leichtbau Entwerfen und Konstruieren

今 に も 飛 び 立 ち そ う な 車 輪 型 ケ ー ブ ル 構 造067
メルセデス・ベンツ・アリーナ　

モントリオール博覧会西ドイツ館のケーブル
ネットと等高線図外観

内観。マストとトップライトの様子
現在は ILEK（Institut fur Leichtbau Entwerfen und Konstruieren，軽量構造と概念設計の研究所）に名称が変更されている

ケーブルを支持する鋼管構脚のディテール

外周リングはメインスタンド上部でわずかに膨らみ，トラスが組み込まれている。膜屋根を透過した自然光がスタンドを柔らかく照らしている

膜屋根を透過する自然光がスタンドを柔らかく照らす

ケーブルの施工

メインスタンド断面図

構造システムの発展過程
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